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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空調手段と、
　この空調手段と接続され、該空調手段を制御する空調制御手段と、
　この空調制御手段と接続され、かつ、睡眠者の睡眠状態の情報及び室内の空調状態の情
報を記憶する睡眠・室内空調情報記憶手段と、
　この睡眠・室内空調情報記憶手段及び前記空調制御手段と接続され、かつ、前記睡眠・
室内空調情報記憶手段に記憶された前記睡眠者の睡眠状態の情報及び室内の空調状態の情
報にもとづいて、睡眠用制御信号を前記空調制御手段に出力する睡眠状態制御手段と、
　前記睡眠者の生体情報を測定する生体情報検出センサと、
　前記生体情報より前記睡眠者の睡眠状態を推定し、前記睡眠・室内空調情報記憶手段及
び睡眠状態制御手段に、前記睡眠者の睡眠状態の情報として睡眠状態推定情報を出力する
睡眠状態推定手段と
　を備え、
　前記空調制御手段が、選択された睡眠用空調モードにもとづいて、前記空調手段を制御
する際、該空調制御手段が前記睡眠用制御信号を入力すると、該睡眠用制御信号にもとづ
いて前記空調手段を制御する空調制御システムであって、　
　前記睡眠用空調モードが、寝付くまでの所定の時間だけ、所定の温度となるように空調
するモードＡ、寝付くまでの所定の時間と、その後の明け方までの時間を、それぞれ所定
の温度となるように空調するモードＢ、又は、寝付くまでの所定の時間と、その後の明け
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方までの時間と、明け方の睡眠者の体温が最も低くなる時間と、明け方から覚醒するまで
の前記睡眠者の体温が上昇してくる時間を、それぞれ所定の温度となるように空調するモ
ードＣであり、
　前記睡眠状態制御手段が、前記睡眠状態推定情報を入力し、該前記睡眠状態推定情報か
ら前記室内の空調状態を変更すべきか否かを判断する際、前記睡眠状態推定情報が「寝苦
しい」ことを示す所定の情報である場合に、前記室内の空調状態を変更すべきであると判
断し、変更すべき場合に、前記睡眠・室内空調情報記憶手段から、記憶された所定の前記
睡眠者の睡眠状態の情報及び室内の空調状態の情報を入力し、入力した情報が所定の条件
を満足するか否かを判断する際、前記入力した所定の睡眠者の睡眠状態の情報が「寝苦し
い」ことを示す所定の情報でない場合に、前記入力した情報が所定の条件を満足すると判
断し、満足するとき、該室内の空調状態の情報を、前記睡眠用制御信号として前記空調制
御手段に出力することを特徴とする空調制御システム。
【請求項２】
　前記睡眠・室内空調情報記憶手段が、前記睡眠者からの睡眠状態結果情報を記憶するこ
とを特徴とする請求項１に記載の空調制御システム。
【請求項３】
　前記睡眠・室内空調情報記憶手段に記憶された、前記睡眠者の睡眠状態の情報と室内の
空調状態の情報を表示する表示手段及び／又はこれらの情報を出力する外部接続端子を有
することを特徴とする請求項１又は２に記載の空調制御システム。
【請求項４】
　一時間に３回、前記睡眠用制御信号が出力されると、自動的に、前記モードＡから前記
モードＢに切り替わる、あるいは、前記モードＢから前記モードＣに切り替わることを特
徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の空調制御システム。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の空調制御システムを用いた空調制御方法において
、
　前記空調制御システムの操作手段のスイッチがオンされる段階（Ｓ１）と、
　前記操作手段の睡眠スイッチがオンされる段階(Ｓ２)と、
　睡眠状態推定手段が、睡眠状態を推定し、睡眠状態推定情報を出力し、空調制御手段が
、室温を測定し、睡眠・室内空調情報記憶手段が、睡眠状態推定情報や測定データを記録
する段階（Ｓ３）と、
　睡眠状態制御手段が、前記睡眠状態推定情報が入力されると、「寝苦しい」旨の睡眠状
態推定情報であるか否かを判断し、ＹＥＳのとき段階（Ｓ５）に進み、ＮＯのとき段階（
Ｓ１０）に進む段階（Ｓ４）と、
　前記睡眠状態制御手段が、室内の空調状態を変更すべきか否かを判断し、ＹＥＳのとき
段階（Ｓ６）に進み、ＮＯのとき段階（Ｓ１０）に進む段階（Ｓ５）と、
　前記睡眠状態制御手段が、前記睡眠・室内空調情報記憶手段に記憶された睡眠状態推定
情報及び室内の空調状態の情報を入力する段階（Ｓ６）と、
　前記睡眠状態制御手段が、入力した睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報が有効
であるか否かを判断し、ＹＥＳのとき段階（Ｓ８）に進み、ＮＯのとき段階（Ｓ６）に進
む段階（Ｓ７）と、
　前記睡眠状態制御手段が、睡眠用制御信号を前記空調制御手段に出力する段階（Ｓ８）
と、
　空調制御手段が、空調手段を制御する段階（Ｓ９）と、
　前記操作手段の睡眠スイッチがオフされたか否かを判断し、ＹＥＳのとき段階（Ｓ１１
）に進み、ＮＯのとき段階（Ｓ３）に進む段階（Ｓ１０）と、
　前記空調制御手段が、前記空調手段を停止させる段階（Ｓ１１）と
　を有することを特徴とする空調制御方法。
【請求項６】
　前記段階（Ｓ１１）に続いて、
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　前記操作手段が睡眠・空調状態履歴画像を表示し、睡眠状態結果情報が入力される段階
（Ｓ１２）と、
　前記睡眠・室内空調情報記憶手段が、前記睡眠状態結果情報を記憶する段階（Ｓ１３）
と
　を有することを特徴とする請求項５に記載の空調制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調制御システム、空調装置、空調制御方法及び空調制御プログラムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　本発明に関連する空調制御システムとして、ユーザに快適な眠りを提供するための様々
な空調制御システムが提案されてきた。
　たとえば、引用文献１には、睡眠中のユーザの体温や身体の動きなどの生体情報を計測
する生体情報計測装置と、この生体情報計測装置で計測された生体情報にもとづき、冷暖
房や除湿などの空気調節を行う空気調節装置から構成される空気調節システムの技術が開
示されている。
【０００３】
　また、引用文献２には、自宅の寝室の温度および湿度を測定しその測定結果を履歴情報
として記憶する平常環境測定・記憶装置と、宿泊建物の部屋別の温度および湿度を調節す
る空調調節部を操作可能な宿泊施設空調個人別設定装置と、上記履歴情報を宿泊施設空調
個人別設定装置に伝達する情報伝達手段とを備え、宿泊施設空調個人別設定装置が、履歴
情報に従って空調調節部を自動的に操作する宿泊施設空調環境設定システムの技術が開示
されている。
【０００４】
　さらに、引用文献３には、被検体の表皮温度を検出するセンサユニットと、センサユニ
ットにより検出されたセンシング信号に基づいて被検体の睡眠状態を検出するセンタ装置
とから構成され、センタ装置が、センシング信号の極大と極小を検出して当該極大値と極
小値の差分を算出し、差分が所定の閾値を超えているか否かを判定する温度データ挙動判
定処理部と、差分が所定の閾値を超えると判断された場合における極大と極小の発生回数
に基づいて被検体の睡眠状態を判定する睡眠状態判定部とを具備する睡眠状態検出システ
ムの技術が開示されている。
【０００５】
　また、引用文献４には、無拘束型生体センサで測定される生体の心拍変動情報並びに体
動情報を入力し睡眠の段階を名義的尺度で推定演算する睡眠段階推定手段と、この睡眠段
階推定手段の信号に基づいてこの睡眠段階推定手段に対応した信号を出力する演算デ－タ
指定手段と、この演算デ－タ指定手段からの信号と設定値信号とに基づいて制御装置を制
御する信号を演算し制御装置に出力する演算部とを具備した制御システムの技術が開示さ
れている。
【特許文献１】特許第３６００５８６号公報
【特許文献２】特開２００２－１０９０１６号公報
【特許文献３】特開２００６－２３０７９０号公報
【特許文献４】特開２００５－１５２５３７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記引用文献１に記載の空気調節システムは、人体の状態を直接測定す
る生体センサを利用し、就寝時からの体温変化に応じて室温を約１～１．５度の範囲でほ
ぼ直線的に上げ下げして制御しているものの、個人ごとに、また、季節ごとに好適な空調



(4) JP 5169070 B2 2013.3.27

10

20

30

40

50

を提供することができないといった欠点があった。
　また、引用文献２の宿泊施設空調環境設定システムは、宿泊先における好適な空調を提
供しようとする技術であるものの、さらに睡眠に適した空調を提供してほしいという要望
に応えることができないといった問題があった。
【０００７】
　さらに、引用文献３の睡眠状態検出システムは、表皮温度を測定することにより、寝返
りの回数を推定し、この寝返りの回数などによって睡眠状態を推定しようとするだけの技
術であり、空調の状態と睡眠状態を解明していない。したがって、この技術だけでは、個
人ごとに、また、季節ごとに好適な空調を提供することができないといった問題があった
。
　また、引用文献４の制御システムは、装置が大掛かりになったり、部屋全体の温度や湿
度しか測定できないため、容易に導入できなかったり、大雑把な制御しかできないといっ
た欠点があった。
【０００８】
　本発明の目的は、上記の問題点にかんがみてなされたもので、個人ごとに、また、季節
ごとに好適な空調となるよう制御することができる空調制御システム、空調装置、空調制
御方法及び空調制御プログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の空調制御システムは、空調手段を制御する空調制御システムにおいて、前記空
調手段と接続され、該空調手段を制御する空調制御手段と、この空調制御手段と接続され
、かつ、睡眠者の睡眠状態の情報及び室内の空調状態の情報を記憶する睡眠・室内空調情
報記憶手段と、この睡眠・室内空調情報記憶手段及び前記空調制御手段と接続され、かつ
、前記睡眠・室内空調情報記憶手段に記憶された前記睡眠者の睡眠状態の情報及び室内の
空調状態の情報にもとづいて、睡眠用制御信号を前記空調制御手段に出力する睡眠状態制
御手段とを備え、前記空調制御手段が前記睡眠用制御信号を入力すると、該睡眠用制御信
号にもとづいて前記空調手段を制御する構成としてある。
【００１０】
　また、好ましくは、前記睡眠者の生体情報を測定する生体情報検出センサと、前記生体
情報より前記睡眠者の睡眠状態を推定する睡眠状態推定手段とを有し、前記睡眠状態推定
手段が、前記睡眠・室内空調情報記憶手段及び睡眠状態制御手段に、前記睡眠者の睡眠状
態の情報として睡眠状態推定情報を出力するとよい。
【００１１】
　また、好ましくは、前記睡眠状態制御手段が、前記睡眠状態推定情報を入力し、該前記
睡眠状態推定情報から前記室内の空調状態を変更すべきか否かを判断し、変更すべき場合
に、前記睡眠・室内空調情報記憶手段から、記憶された所定の前記睡眠者の睡眠状態の情
報及び室内の空調状態の情報を入力し、入力した情報が所定の条件を満足するか否かを判
断し、満足するとき、該室内の空調状態の情報を、前記睡眠用制御信号として前記空調制
御手段に出力するとよい。
【００１２】
　また、好ましくは、前記睡眠状態制御手段が前記室内の空調状態を変更すべきか否かを
判断する際、前記睡眠状態推定情報が「寝苦しい」ことを示す所定の情報である場合に、
前記室内の空調状態を変更すべきであると判断し、さらに、前記入力した情報が所定の条
件を満足するか否かを判断する際、前記入力した所定の睡眠者の睡眠状態の情報が「寝苦
しい」ことを示す所定の情報でない場合に、前記入力した情報が所定の条件を満足すると
判断するとよい。
【００１３】
　また、好ましくは、前記空調制御手段が、選択された睡眠用空調モードにもとづいて、
前記空調手段を制御するとよい。
【００１４】
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　また、好ましくは、前記睡眠・室内空調情報記憶手段が、前記睡眠者からの睡眠状態結
果情報を記憶するとよい。
【００１５】
　また、好ましくは、前記睡眠・室内空調情報記憶手段に記憶された、前記睡眠者の睡眠
状態の情報と室内の空調状態の情報を表示する表示手段及び／又はこれらの情報を出力す
る外部接続端子を有するとよい。
【００１６】
　本発明の空調装置は、空調手段と、この空調手段と接続され、該空調手段を制御する空
調制御手段とを有する空調装置において、前記空調制御手段と接続され、かつ、睡眠者の
睡眠状態の情報及び室内の空調状態の情報を記憶する睡眠・室内空調情報記憶手段と、こ
の睡眠・室内空調情報記憶手段及び前記空調制御手段と接続され、かつ、前記睡眠・室内
空調情報記憶手段に記憶された前記睡眠者の睡眠状態の情報及び室内の空調状態の情報に
もとづいて、睡眠用制御信号を前記空調制御手段に出力する睡眠状態制御手段とを備え、
前記空調制御手段が前記睡眠用制御信号を入力すると、該睡眠用制御信号にもとづいて前
記空調手段を制御する構成としてある。
【００１７】
　本発明の空調制御方法は、空調制御手段が空調手段を制御する空調制御方法において、
前記空調制御手段と接続された睡眠・室内空調情報記憶手段が、睡眠者の睡眠状態の情報
及び室内の空調状態の情報を記憶する段階と、前記睡眠・室内空調情報記憶手段及び前記
空調制御手段と接続された睡眠状態制御手段が、前記睡眠・室内空調情報記憶手段に記憶
された前記睡眠者の睡眠状態の情報及び室内の空調状態の情報にもとづいて、睡眠用制御
信号を前記空調制御手段に出力する段階と、前記空調制御手段が、前記睡眠用制御信号を
入力すると、該睡眠用制御信号にもとづいて前記空調手段を制御する段階とを有する方法
としてある。
【００１８】
　本発明の空調制御プログラムは、情報処理装置及び記憶装置を有し、空調手段を制御す
る制御部に、睡眠者の睡眠状態の情報及び室内の空調状態の情報を記憶する手順と、記憶
された前記睡眠者の睡眠状態の情報及び室内の空調状態の情報にもとづいて、睡眠用制御
信号を生成する手順と、生成された前記睡眠用制御信号にもとづいて前記空調手段を制御
する手順とを実行させる構成としてある。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明における空調制御システム、空調装置、空調制御方法及び空調制御プログラムに
よれば、個人の睡眠環境について、睡眠状態と空調状態との関係をデータベース化して過
去の状況を蓄積し、個人ごとに、また、季節ごとに好適な空調となるように制御すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
[空調制御システムの実施形態]
　図１は、本発明の一実施形態にかかる空調制御システムの構成を説明するための概略ブ
ロック図を示している。
　図１において、空調制御システム１は、睡眠・室内空調情報記憶手段４、睡眠状態制御
手段５、睡眠状態推定手段３、空調制御手段２及び空調手段２３を備えている。
　また、空調制御システム１は、ユーザ（操作者１１や睡眠者１２）の寝室(図示せず)な
どに設けられている。なお、通常、操作者１１と睡眠者１２は同一人物であるが、睡眠者
１２が病人などであり、操作者１１が看護師などである場合もある。
【００２１】
　睡眠・室内空調情報記憶手段４は、記憶装置であり、睡眠状態推定手段３、睡眠状態制
御手段５及び空調制御手段２と接続されている。
　この睡眠・室内空調情報記憶手段４は、睡眠者１２の睡眠状態の情報及び室内の空調状
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態の情報などを記憶する。
　ここで、睡眠者１２の睡眠状態の情報は、睡眠状態推定情報と睡眠状態結果情報などで
ある。
【００２２】
　睡眠状態推定情報は、後述する睡眠状態推定手段３が推定した、睡眠者１２の睡眠状態
の情報であり、たとえば、「寝苦しい状態」や「熟睡している状態（寝苦しくない状態）
」などが挙げられる。また、睡眠状態推定情報は、「ノンレム睡眠（第１～４ｓｔａｇｅ
）状態」や「レム睡眠状態」などでもよい。この睡眠状態推定情報は、年月日、時刻及び
室内の空調状態の情報（通常、室温と湿度）などとともに、数十秒から数分のサイクルで
記憶される。
【００２３】
　また、睡眠状態結果情報は、ユーザによる睡眠状態についての主観的な情報であり、た
とえば、起きた睡眠者１２が寝苦しかったと感じたとき「ＮＧ（×）」を入力し、逆によ
く眠れたと感じたとき「ＯＫ（○）」を入力する。このようにすると、睡眠状態制御手段
５が、睡眠状態結果情報にもとづいて睡眠用制御信号を出力することもでき、より好適な
空調を提供することができる。この睡眠状態結果情報は、たとえば、睡眠状態推定手段３
が正しく推定できない場合（睡眠者１２が特異体質であったり病人などの場合）などに有
効である。また、記憶した過去の睡眠状態結果情報をユーザに提示することも可能となる
。
　なお、「ＯＫ」を入力するのがおっくうな場合も想定されるので、通常、いずれも入力
されなかった場合、「ＯＫ」が入力されたものと判断してもよい。
【００２４】
　睡眠状態推定手段３は、情報処理装置であり、生体情報検出センサ３１、睡眠・室内空
調情報記憶手段４及び睡眠状態制御手段５と接続されている。
　この睡眠状態推定手段３は、生体情報検出センサ３１から睡眠者１２の生体情報を入力
し、睡眠者１２の睡眠状態を推定し、睡眠・室内空調情報記憶手段４及び睡眠状態制御手
段５に睡眠状態推定情報を、数十秒から数分のサイクルで出力する。
　このようにすると、検出した生体情報、たとえば、体温や動作などにもとづいて、睡眠
者１２の睡眠状態を推定することができる。そして、睡眠者１２の睡眠状態は、客観的な
（科学的な）情報（睡眠状態推定情報）として睡眠・室内空調情報記憶手段４に記憶され
る。したがって、睡眠状態制御手段５が、睡眠状態推定情報にもとづいて睡眠用制御信号
を出力することができ、より好適な空調を提供することができる。また、ユーザに睡眠状
態推定情報を提示するも可能となる。
【００２５】
　また、本発明の睡眠状態推定手段は、既存の睡眠状態の推定技術、たとえば、引用文献
３，４などの技術を用いている。本実施形態の睡眠状態推定手段３は、引用文献３の推定
技術を利用している。すなわち、睡眠状態推定手段３は、睡眠者１２に取り付けた生体情
報検出センサ３１（体温センサ及び加速度センサなど）から入力した生体情報を演算し、
体温と加速度との関係により睡眠者１２が熟睡しているか、あるいは、寝苦しいかを推定
し、睡眠状態推定情報として睡眠・室内空調情報記憶手段４及び睡眠状態制御手段５に出
力する。
　なお、睡眠状態推定手段３は、上記に限定されるものではなく、既存の様々な睡眠状態
の推定技術を用いることができる。また、睡眠状態推定手段３と生体情報検出センサ３１
は、ケーブルなどを介して信号を送受信する構成に限定されるものではなく、たとえば、
無線通信を用いる構成としてもよい。
【００２６】
　睡眠状態制御手段５は、情報処理装置であり、睡眠状態推定手段３、睡眠・室内空調情
報記憶手段４及び空調制御手段２と接続されている。
　この睡眠状態制御手段５は、睡眠・室内空調情報記憶手段４に記憶された睡眠者１２の
睡眠状態の情報及び室内の空調状態の情報にもとづいて、睡眠用制御信号を空調制御手段
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２に出力する。すなわち、睡眠状態制御手段５は、睡眠状態推定手段３から睡眠状態推定
情報を入力し、この睡眠状態推定情報が「寝苦しい」旨の情報である場合には、睡眠・室
内空調情報記憶手段４から近接している日付の時刻であり、かつ、睡眠状態推定情報が「
熟睡している（寝苦しくない）」旨の情報であるデータを検索する。そして、検索された
データの空調状態が現在の空調状態と異なっているとき、検索されたデータの空調状態（
温度や湿度など）とする睡眠用制御信号を、空調制御手段２に出力する。
　また、睡眠状態推定情報が「寝苦しい」旨の情報であるか否かといった、単純化された
判断基準を用いることにより、より多くの人に適用可能な空調制御システムを構築するこ
とができる。
【００２７】
　空調制御手段２は、情報処理装置であり、睡眠状態制御手段５、睡眠・室内空調情報記
憶手段４、空調手段２３、室内空調状態検出センサ２２及び操作手段２１と接続されてい
る。
　室内空調状態検出センサ２２は、温度や湿度などを測定するセンサである。また、空調
制御手段２と操作手段２１は、通常、無線通信を用いる構成としてある。
　なお、従来の通常の空調装置は、複数の機能を有する空調制御手段２、操作手段２１、
室内空調状態検出センサ２２及び空調手段２３からなる。したがって、空調制御手段２、
睡眠状態推定手段３、睡眠・室内空調情報記憶手段４及び睡眠状態制御手段５を、情報処
理装置及び記憶装置を有し、かつ、空調手段２３を制御するための一つの制御部と見るこ
ともできる。
【００２８】
　また、空調制御手段２は、操作者１１が選択した睡眠用空調モードにもとづいて制御信
号を空調手段２３に出力する。
　ここで、睡眠用空調モードは、後述するように様々なパターンがあり、操作者１１は、
いずれかの睡眠用空調モードを選択する。このようにすると、省エネを図りつつ、睡眠者
１２にとってより適した空調を選択することができる。また、この睡眠状態の情報及び空
調状態の情報は、睡眠・室内空調情報記憶手段４に記憶されてゆくので、様々な睡眠用空
調モードにおけるデータを得ることができる。
【００２９】
　図２は、本発明の一実施形態にかかる空調制御システムが有する各睡眠用空調モードを
説明するための概略図を示している。
　なお、図２に示す各睡眠用空調モードは、室温について示してあるが、さらに、湿度を
も制御するモードとしてもよい。
　図２（ａ）は、睡眠用空調モードＡにおける室温と時刻の一例のグラフを示している。
　睡眠用空調モードＡは、寝付くまでの所定の時間だけ、所定の温度となるように空調す
るモードである。したがって、通常、熱帯夜ではないが、涼しくしないと寝付くまで時間
がかかってしまう場合などに用いられる。
　図２（ａ）に示す一例は、２３～２４時の間２６℃を超えないように室温を制御するモ
ードであり、２４時以降の室温は、図示してないが、外気温度などに応じて推移する。こ
の場合、操作者１１は、２６℃と１時間を入力し、２３時に睡眠スイッチをオンし、７時
に睡眠スイッチをオフする。
【００３０】
　図２（ｂ）は、睡眠用空調モードＢにおける室温と時刻の一例のグラフを示している。
　睡眠用空調モードＢは、寝付くまでの所定の時間と、その後の明け方までの時間を、そ
れぞれ所定の温度となるように空調するモードである。したがって、通常、ほぼ熱帯夜で
あるが、明け方に涼しくなる場合などに用いられる。
　図２（ｂ）に示す一例は、２３～２４時の間２６℃を超えないように室温を制御し、さ
らに、２４～４時の間２８℃を超えないように室温を制御するモードであり、４時以降の
室温は、図示してないが、外気温度などに応じて推移する。この場合、操作者１１は、２
６℃と１時間を入力し、さらに、２８℃と４時間を入力し、２３時に睡眠スイッチをオン
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し、７時に睡眠スイッチをオフする。
【００３１】
　図２（ｃ）は、睡眠用空調モードＣにおける室温と時刻の一例のグラフを示している。
　睡眠用空調モードＣは、寝付くまでの所定の時間と、その後の明け方までの時間と、明
け方の睡眠者１２の体温が最も低くなる時間と、明け方から覚醒するまでの睡眠者１２の
体温が上昇してくる時間を、それぞれ所定の温度となるように空調するモードである。し
たがって、通常、熱帯夜である場合や３０℃を超える日中に睡眠する場合などに用いられ
る。
　図２（ｃ）に示す一例は、２３～２４時の間２６℃を超えないように室温を制御し、２
４～４時の間２７℃を超えないように室温を制御し、４～６時の間２８℃を超えないよう
に室温を制御し、さらに、６～７時の間２７℃を超えないように室温を制御するモードで
ある。この場合、操作者１１は、２６℃と１時間を入力し、２７℃と４時間を入力し、２
８℃と２時間を入力し、さらに、２７℃を入力し、２３時に睡眠スイッチをオンし、７時
に睡眠スイッチをオフする。なお、睡眠者１２が寝坊して７時に睡眠スイッチをオフしな
い場合、７時以降は、２７℃を超えないように制御される。
　また、睡眠用空調モードＣの応用例として、２４時の２６℃から４時の２８℃まで、徐
々に室温を上昇させ、さらに、６時の２８℃から７時の２７℃まで、徐々に室温を降下さ
せてもよい。
【００３２】
　次に、上記構成の空調制御システム１の動作及び操作手順について、図面を参照して説
明する。
　図３は、本発明の一実施形態にかかる空調制御システムの動作及び操作手順を説明する
ための概略フローチャート図を示している。
　図３において、空調制御システム１は、まず、帰宅した操作者１１が操作手段２１のス
イッチをオンすると、通常、前回の設定条件で空調手段２３が作動する(ステップＳ１)。
また、操作者１１が設定条件を変更すると、空調制御手段２が変更された設定条件にもと
づいて空調手段２３を制御するとともに、新たな設定条件を記憶する。
【００３３】
　次に、操作者１１が、操作手段２１の睡眠スイッチをオンすると、睡眠状態制御手段５
が、前回の睡眠用空調モードにもとづいて、空調手段２３を制御する、すなわち、睡眠用
空調が開始する(ステップＳ２)。
　また、生体情報検出センサ３１及び睡眠状態推定手段３は、睡眠スイッチがオフされる
まで、上述したように、睡眠者１２の睡眠状態を推定し、睡眠・室内空調情報記憶手段４
及び睡眠状態制御手段５に睡眠状態推定情報を、数十秒から数分のサイクルで出力する。
さらに、室内空調状態検出センサ２２及び空調制御手段２は、室温や湿度などを同様に測
定し、睡眠・室内空調情報記憶手段４及び睡眠状態制御手段５に測定データを出力する。
そして、睡眠・室内空調情報記憶手段４は、睡眠状態推定情報や測定データを記録する（
ステップＳ３）。
【００３４】
　なお、前回の睡眠用空調モードは、通常、前日などに設定された睡眠用空調モードであ
る。
　ここで、好ましくは、睡眠スイッチがオン及び／又はオフされたとき、操作手段２１の
表示手段や外部接続端子を介して接続された表示手段などに、前日に睡眠・室内空調情報
記憶手段４に記憶された、睡眠者１２の睡眠状態の情報と室内の空調状態の情報を表示す
る画像（睡眠・空調状態履歴画像）を、映し出すとよい。このようにすると、ユーザに睡
眠状態の情報と室内の空調状態の情報などを提供でき、たとえば、ユーザの工夫などによ
り、省エネを図りつつ、好適な空調を提供することができる。
　本実施形態では、空調制御手段２が、前回の睡眠用空調モード、前回における室内空調
状態検出センサ２２が測定した室温、前回における生体情報検出センサ３１が測定した睡
眠者１２の体温、「寝苦しい」旨の睡眠状態推定情報が出力された場合におけるその時刻
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、及び、睡眠時間（睡眠スイッチがオンされてからオフされるまでの時間）中の消費電力
などを、操作手段２１の表示手段に一つの画像として表示する（表示時間は、通常、数秒
間である。）。
【００３５】
　空調制御手段２は、前回の睡眠用空調モードが、上述した睡眠用空調モードＡのとき、
２３～２４時の間、室温が２６℃を超えないように制御する。通常、冷房モードで運転さ
れるので、室温が２６℃を下回った場合には、空調手段２３が停止するだけである。
　なお、生体情報検出センサ３１及び睡眠状態推定手段３が、寝入ったことを検知できる
場合、たとえば、睡眠スイッチがオンされてから１５分後に寝入ったとき、さらに５分経
過した後に、空調手段２３を停止する構成としてもよい。このようにすると、さらに省エ
ネを図ることができる。
【００３６】
　空調制御手段２は、２４時になると、制御信号を出力し、空調手段２３を停止させる。
ただし、空調制御手段２、睡眠状態推定手段３、睡眠・室内空調情報記憶手段４及び睡眠
状態制御手段５などは、睡眠スイッチがオフされるまで作動する。したがって、睡眠状態
制御手段５は、睡眠状態推定情報が入力されると、「寝苦しい」旨の睡眠状態推定情報で
あるか否かを判断する（ステップＳ４）。
　この睡眠状態推定情報が「熟睡している（寝苦しくない）」旨の情報であるとき、ステ
ップＳ１０（睡眠スイッチがオフされたか？）に進み、睡眠スイッチがオフされていない
とき、上記ステップＳ３にもどる。
【００３７】
　また、この睡眠状態推定情報が「寝苦しい」旨の情報であるとき、睡眠状態制御手段５
は、室内の空調状態を変更すべきか否かを判断する（ステップＳ５）。この判断は、現在
の室温が２６℃より低い場合には、「寝苦しさ」が空調に起因するものではないとして、
変更すべきでないと判断する。また、たとえば、数分前の「寝苦しい」旨の情報にもとづ
いて既に対応したが、そのタイムラグの間に、新たな「寝苦しい」旨の情報を入力しても
、変更すべきでないと判断する。そして、変更すべきでないと判断すると、ステップＳ１
０（睡眠スイッチがオフされたか？）に進み、睡眠スイッチがオフされていないとき、上
記ステップＳ３にもどる。
　また、睡眠状態制御手段５は、現在の室温が２６℃より高い場合には、「寝苦しさ」が
空調（室温）に起因するものとして、変更すべきであると判断する。このような場合とし
て、前日まで熱帯夜でなく今夜が熱帯夜の場合などに、たとえば、１時に睡眠状態推定手
段３が、「寝苦しい」旨の睡眠状態推定情報を出力する。睡眠状態制御手段５は、この睡
眠状態推定情報を入力し、室温が２９℃であるとき、室内の空調状態を変更すべきである
と判断する。
【００３８】
　次に、睡眠状態制御手段５は、睡眠・室内空調情報記憶手段４に記憶された前日の１時
の睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報を入力する（ステップＳ６）。
　続いて、入力した睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報が有効であるか否かを判
断する（ステップＳ７）。すなわち、この睡眠状態推定情報が「熟睡している（寝苦しく
ない）」旨の情報であり、かつ、この室内の空調状態の情報（室温）が、既に空調制御手
段２から入力した現在（１時）の室内の空調状態の情報（室温）より低いか否かを判断す
る。
　そして、情報が有効でない場合には、ステップＳ６にもどり、二日前の１時の睡眠状態
推定情報及び室内の空調状態の情報を入力する。この情報も有効でない場合には、ステッ
プＳ６にもどり、三日前の１時の睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報を入力する
。このようにして、有効な睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報を入力する。通常
、十日前くらいまでさかのぼっても、有効な情報を入力できない場合、一年前の同じ月日
時刻の睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報を入力するなどしてもよい。また、一
年前にさかのぼって、同じ月日の前後のデータを検索することもできる。
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【００３９】
　また、睡眠状態制御手段５は、入力した情報が「熟睡している（寝苦しくない）」旨の
情報であり、かつ、このときの室内の空調状態の情報（室温（たとえば、２７℃））が、
空調制御手段２から入力した現在（１時）の室内の空調状態の情報（室温（たとえば、２
９℃））より低いとき、その日の同時刻の室内の空調状態（室温（たとえば、２７℃））
となるように、睡眠用制御信号を空調制御手段２に出力する（ステップＳ８）。
　このようにすると、個人ごと、季節ごとや昼間・夜間などの環境を考慮し、かつ、過去
情報と常に比較しながら個人の現在の状態に対してダイナミックに制御できる。したがっ
て、暑がりの人や寒がりの人であっても、その個人に適した空調を提供することができる
。また、梅雨のときは除湿をメインに制御し、真夏のときは室温をメインに制御すること
も可能となる。さらに、たとえば、個人が年齢を経ることなどによる熟睡可能な空調状態
の微妙な変化にも適応できるなど、最適な空調状態を作りだすことができる。
【００４０】
　次に、空調制御手段２は、上記睡眠用制御信号にもとづいて空調手段２３を制御して室
温を指示された温度（たとえば、２７℃）とする（ステップＳ９）。このとき、空調手段
２３は、空調手段２３を制御し、室温が指示された温度（たとえば、２７℃）になると、
空調手段２３を停止する。
　さらに、ステップＳ１０（睡眠スイッチがオフされたか？）に進み、睡眠スイッチがオ
フされていないとき、上記ステップＳ３にもどる。
【００４１】
　空調制御システム１は、上記サイクルを繰り返し、たとえば、睡眠者１２が、７時に覚
醒し、睡眠スイッチをオフすると、ステップＳ１０からステップＳ１１に進む。すなわち
、空調制御手段２は、空調手段２３を停止させる（ステップＳ１１）。
　次に、空調制御手段２は、操作手段２１の表示手段に図４に示す画像（睡眠・空調状態
履歴画像）を表示し、操作者１１からの睡眠状態結果情報（よくねむれましたか？に対す
る、はい又はいいえによる回答）を入力する（ステップＳ１２）。
【００４２】
　続いて、空調制御手段２は、睡眠状態結果情報を睡眠・室内空調情報記憶手段４に出力
し、睡眠・室内空調情報記憶手段４は、この情報を記憶する（ステップＳ１３）。これに
より、睡眠・室内空調情報記憶手段４は、図５に示す情報を記憶する。
　そして、空調制御システム１は、睡眠用空調モードＡによる動作を終了し、停止する。
【００４３】
　睡眠用空調モードＡにおける空調制御システム１は、上述したように制御されるので、
気持ちよく寝付いたものの、その後寝苦しい状態に放置されるといった不具合を回避する
ことができる。また、睡眠状態制御手段５から出力される睡眠用制御信号は、睡眠・室内
空調情報記憶手段４に記憶された過去のデータにもとづいているので、効果がないといっ
た不具合や冷えすぎるといった不具合を回避することができる。
【００４４】
　また、睡眠者１２が覚醒するまで、睡眠状態制御手段５が、数回、あるいは、頻繁に（
十数回）睡眠用制御信号を出力する場合もある。このような場合、通常、起きた睡眠者１
２が、上述した操作手段２１に表示された睡眠・空調状態履歴画像、すなわち、前回の睡
眠用空調モード、室温、体温、「寝苦しい」旨の睡眠状態推定情報が出力された場合にお
けるその時刻等（図４におけるハッチング部分）及び睡眠時間（睡眠スイッチがオンされ
てからオフされるまでの時間）中の消費電力などを見て、睡眠用空調モードＢに変更する
。
　さらに、頻繁に（十数回）睡眠用制御信号を出力する場合、たとえば、一時間に３回睡
眠用制御信号が出力されると、自動的に睡眠用空調モードＢに切り替わる構成としてもよ
い。このときの睡眠用空調モードＢは、睡眠・室内空調情報記憶手段４に記憶された、一
年前の同じ月日付近の睡眠用空調モードＢにおけるデータが用いられる。
【００４５】
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　次に、睡眠用空調モードＢにおける空調制御システム１の動作及び操作手順について説
明する。
　上述したように、覚醒した睡眠者１２（又は、操作者１１）は、操作手段２１を操作し
、睡眠用空調モードＢに設定する（図２（ｂ）参照）。
　図３に示すように、空調制御システム１は、まず、操作者１１が操作手段２１のスイッ
チをオンすると、通常、前回の設定条件で空調手段２３が作動する(ステップＳ１)。
【００４６】
　次に、操作者１１が、操作手段２１の睡眠スイッチをオンすると、睡眠状態制御手段５
が、睡眠用空調モードＢにもとづいて、空調手段２３を制御する、すなわち、睡眠用空調
が開始する(ステップＳ２)。また、生体情報検出センサ３１及び睡眠状態推定手段３は、
睡眠スイッチがオフされるまで、睡眠者１２の睡眠状態を推定し、睡眠・室内空調情報記
憶手段４及び睡眠状態制御手段５に睡眠状態推定情報を出力する。さらに、室内空調状態
検出センサ２２及び空調制御手段２は、室温や湿度などを同様に測定し、睡眠・室内空調
情報記憶手段４及び睡眠状態制御手段５に測定データを出力する。そして、睡眠・室内空
調情報記憶手段４は、睡眠状態推定情報や測定データを記録する（ステップＳ３）。
【００４７】
　空調制御手段２は、２３～２４時の間、室温を２６℃以下に制御し、２４～４時の間、
室温を２８℃以下に制御する。通常、冷房モードで運転されるので、室温が２６℃や２８
℃を下回った場合には、空調手段２３が停止する。
　また、上述したように、睡眠状態制御手段５は、睡眠状態推定情報が入力されると、「
寝苦しい」旨の睡眠状態推定情報であるか否かを判断する（ステップＳ４）。
　この睡眠状態推定情報が「熟睡している（寝苦しくない）」旨の情報であるとき、ステ
ップＳ１０（睡眠スイッチがオフされたか？）に進み、睡眠スイッチがオフされていない
とき、上記ステップＳ３にもどる。
【００４８】
　ここで、たとえば、１時に、睡眠状態推定情報が「寝苦しい」旨の情報を入力すると、
睡眠状態制御手段５は、室内の空調状態を変更すべきか否かを判断する（ステップＳ５）
。この判断は、現在の室温が２６℃より低い場合には、「寝苦しさ」が空調に起因するも
のではないとして、変更すべきでないと判断する。このようにすると、冷却しすぎるとい
った不具合を効果的に防止することができる。そして、変更すべきでないと判断すると、
ステップＳ１０（睡眠スイッチがオフされたか？）に進み、睡眠スイッチがオフされてい
ないとき、上記ステップＳ３にもどる。
【００４９】
　また、睡眠状態制御手段５は、現在の室温が２６℃以上の場合には、「寝苦しさ」が空
調に起因するものとして、変更すべきであると判断する。このような場合、空調制御手段
２が、室温が２８℃を超えないように制御しているにもかかわらず、睡眠状態推定手段３
が、睡眠者１２が寝苦しい状態にあると推定している。
【００５０】
　次に、睡眠状態制御手段５は、睡眠・室内空調情報記憶手段４に記憶された前日の１時
の睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報を入力する（ステップＳ６）。
　続いて、入力した睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報が有効であるか否かを判
断する（ステップＳ７）。すなわち、この睡眠状態推定情報が「熟睡している（寝苦しく
ない）」旨の情報であり、かつ、この室内の空調状態の情報（室温）が、既に空調制御手
段２から入力した現在（１時）の室内の空調状態の情報（室温）より低いか否かを判断す
る。
【００５１】
　そして、情報が有効でない場合には、ステップＳ６にもどり、二日前の１時の睡眠状態
推定情報及び室内の空調状態の情報を入力する。この情報も有効でない場合には、ステッ
プＳ６にもどり、三日前の１時の睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報を入力する
。このようにして、有効な睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報を入力する。通常
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、十日前くらいまでさかのぼっても、有効な情報を入力できない場合、一年前の同じ月日
時刻の睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報を入力するなどしてもよい。また、一
年前にさかのぼった場合、同じ月日の前後のデータを検索することもできる。
　なお、本実施形態では、睡眠用空調モードにかかわらず、睡眠・室内空調情報記憶手段
４に記憶されたデータを検索しているが、同じ睡眠用空調モードであることを検索条件に
加えて、データを検索してもよい。
【００５２】
　また、睡眠状態制御手段５は、入力した情報が「熟睡している（寝苦しくない）」旨の
情報であり、かつ、このときの室内の空調状態の情報（室温（たとえば、２７℃））が、
空調制御手段２から入力した現在（１時）の室内の空調状態の情報（室温（たとえば、２
８℃））より低いとき、その日の同時刻の室内の空調状態（室温（たとえば、２７℃））
となるように、睡眠用制御信号を空調制御手段２に出力する（ステップＳ８）。
【００５３】
　続いて、空調制御手段２は、空調手段２３を制御して室温を指示された温度（たとえば
、２７℃）とし（ステップＳ９）、ステップＳ１０（睡眠スイッチがオフされたか？）に
進み、睡眠スイッチがオフされていないとき、上記ステップＳ３にもどる。このとき、空
調手段２３は、空調手段２３を制御し、室温が指示された温度（たとえば、２７℃）にな
ると、空調手段２３を停止する。
　なお、睡眠用空調モードＢにおける４時以降の制御は、上述した睡眠用空調モードＡに
おける２４時以降の制御とほぼ同様としてある。
【００５４】
　睡眠用空調モードＢにおける空調制御システム１は、上述したように制御されるので、
気持ちよく寝付いたものの、その後所定の時間（４時間）だけ寝苦しい状態にならないよ
うに制御している。また、２４～４時の間、及び、４時から睡眠スイッチがオフされるま
での間、睡眠状態推定手段３が、睡眠者１２が寝苦しい状態にあると推定すると、上述し
たように睡眠状態制御手段５が睡眠用制御信号を出力し、空調制御手段２がこの睡眠用制
御信号にもとづいて空調手段２３を制御する。この際、睡眠状態制御手段５から出力され
る睡眠用制御信号は、睡眠・室内空調情報記憶手段４に記憶された過去のデータにもとづ
いているので、効果がないといった不具合や冷えすぎるといった不具合を回避することが
できる。
【００５５】
　また、睡眠者１２が覚醒するまで、睡眠状態制御手段５が、数回、あるいは、頻繁に（
十数回）睡眠用制御信号を出力する場合もある。このような場合、通常、起きた睡眠者１
２が、上述した操作手段２１に表示された睡眠・空調状態履歴画像、すなわち、前回の睡
眠用空調モード、室温、体温、「寝苦しい」旨の睡眠状態推定情報が出力された場合にお
けるその時刻等（図４におけるハッチング部分）及び睡眠時間（睡眠スイッチがオンされ
てからオフされるまでの時間）中の消費電力などを見て、睡眠用空調モードＣに変更する
。
　さらに、頻繁に（十数回）睡眠用制御信号を出力する場合、たとえば、一時間に３回睡
眠用制御信号が出力されると、自動的に睡眠用空調モードＣに切り替わる構成としてもよ
い。このときの睡眠用空調モードＣは、睡眠・室内空調情報記憶手段４に記憶された、一
年前の同じ月日付近の睡眠用空調モードＣにおけるデータが用いられる。
【００５６】
　次に、睡眠用空調モードＣにおける空調制御システム１の動作及び操作手順について説
明する。
　上述したように、覚醒した睡眠者１２（又は、操作者１１）は、操作手段２１を操作し
、睡眠用空調モードＣに設定する（図２（ｃ）参照）。
　図３に示すように、空調制御システム１は、まず、操作者１１が操作手段２１のスイッ
チをオンすると、通常、前回の設定条件で空調手段２３が作動する(ステップＳ１)。
【００５７】
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　次に、操作者１１が、操作手段２１の睡眠スイッチをオンすると、睡眠状態制御手段５
が、睡眠用空調モードＣにもとづいて、空調手段２３を制御する、すなわち、睡眠用空調
が開始する(ステップＳ２)。また、生体情報検出センサ３１及び睡眠状態推定手段３は、
睡眠スイッチがオフされるまで、睡眠者１２の睡眠状態を推定し、睡眠・室内空調情報記
憶手段４及び睡眠状態制御手段５に睡眠状態推定情報を出力する。さらに、室内空調状態
検出センサ２２及び空調制御手段２は、室温や湿度などを同様に測定し、睡眠・室内空調
情報記憶手段４及び睡眠状態制御手段５に測定データを出力する。そして、睡眠・室内空
調情報記憶手段４は、睡眠状態推定情報や測定データを記録する（ステップＳ３）。
【００５８】
　空調制御手段２は、２３～２４時の間、室温を２６℃以下に制御し、２４～４時の間、
室温を２７℃以下に制御し、４～６時の間、室温を２８℃以下に制御し、６時から睡眠ス
イッチがオフされるまでの間、室温を２７℃以下に制御する。通常、冷房モードで運転さ
れるので、室温が２６℃、２７℃、２８℃を下回った場合には、空調手段２３が停止する
。
　また、上述したように、睡眠状態制御手段５は、睡眠状態推定情報が入力されると、「
寝苦しい」旨の睡眠状態推定情報であるか否かを判断する（ステップＳ４）。
　この睡眠状態推定情報が「熟睡している（寝苦しくない）」旨の情報であるとき、ステ
ップＳ１０（睡眠スイッチがオフされたか？）に進み、睡眠スイッチがオフされていない
とき、上記ステップＳ３にもどる。
【００５９】
　ここで、たとえば、５時に、睡眠状態推定情報が「寝苦しい」旨の情報を入力すると、
睡眠状態制御手段５は、室内の空調状態を変更すべきか否かを判断する（ステップＳ５）
。この判断は、現在の室温が２６℃より低い場合には、「寝苦しさ」が空調に起因するも
のではないとして、変更すべきでないと判断する。このようにすると、冷却しすぎるとい
った不具合を効果的に防止することができる。そして、変更すべきでないと判断すると、
ステップＳ１０（睡眠スイッチがオフされたか？）に進み、睡眠スイッチがオフされてい
ないとき、上記ステップＳ３にもどる。
【００６０】
　また、睡眠状態制御手段５は、現在の室温が２６℃以上の場合には、「寝苦しさ」が空
調に起因するものとして、変更すべきであると判断する。このような場合、空調制御手段
２が、室温が２８℃を超えないように制御しているにもかかわらず、睡眠状態推定手段３
が、睡眠者１２が寝苦しい状態にあると推定している。
【００６１】
　次に、睡眠状態制御手段５は、睡眠・室内空調情報記憶手段４に記憶された前日の５時
の睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報を入力する（ステップＳ６）。
　続いて、入力した睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報が有効であるか否かを判
断する（ステップＳ７）。すなわち、この睡眠状態推定情報が「熟睡している（寝苦しく
ない）」旨の情報であり、かつ、この室内の空調状態の情報（室温）が、既に空調制御手
段２から入力した現在（５時）の室内の空調状態の情報（室温）より低いか否かを判断す
る。
【００６２】
　そして、情報が有効でない場合には、ステップＳ６にもどり、二日前の５時の睡眠状態
推定情報及び室内の空調状態の情報を入力する。この情報も有効でない場合には、ステッ
プＳ６にもどり、三日前の５時の睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報を入力する
。このようにして、有効な睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報を入力する。通常
、十日前くらいまでさかのぼっても、有効な情報を入力できない場合、一年前の同じ月日
時刻の睡眠状態推定情報及び室内の空調状態の情報を入力するなどしてもよい。また、一
年前にさかのぼった場合、同じ月日の前後のデータを検索することもできる。
　なお、本実施形態では、睡眠用空調モードにかかわらず、睡眠・室内空調情報記憶手段
４に記憶されたデータを検索しているが、同じ睡眠用空調モードであることを条件に加え
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て、データを検索してもよい。
【００６３】
　また、睡眠状態制御手段５は、入力した情報が「熟睡している（寝苦しくない）」旨の
情報であり、かつ、このときの室内の空調状態の情報（室温（たとえば、２７℃））が、
空調制御手段２から入力した現在（５時）の室内の空調状態の情報（室温（たとえば、２
８℃））より低いとき、その日の同時刻の室内の空調状態（室温（たとえば、２７℃））
となるように、睡眠用制御信号を空調制御手段２に出力する（ステップＳ８）。
【００６４】
　続いて、空調制御手段２は、空調手段２３を制御して室温を指示された温度（たとえば
、２７℃）とし（ステップＳ９）、上記ステップＳ３にもどる。このとき、空調手段２３
は、空調手段２３を制御し、室温が指示された温度（たとえば、２７℃）になると、空調
手段２３を停止する。
【００６５】
　睡眠用空調モードＣにおける空調制御システム１は、上述したように制御されるので、
気持ちよく寝付き、さらに覚醒するまで寝苦しい状態にならないように制御している。ま
た、２４時から睡眠スイッチがオフされるまでの間、睡眠状態推定手段３が、睡眠者１２
が寝苦しい状態にあると推定すると、上述したように睡眠状態制御手段５が睡眠用制御信
号を出力し、空調制御手段２がこの睡眠用制御信号にもとづいて空調手段２３を制御する
。この際、睡眠状態制御手段５から出力される睡眠用制御信号は、睡眠・室内空調情報記
憶手段４に記憶された過去のデータにもとづいているので、効果がないといった不具合や
冷えすぎるといった不具合を回避することができる。
【００６６】
　なお、春から夏にかけての期間では、上述したように、睡眠用空調モードＡから睡眠用
空調モードＢ、睡眠用空調モードＣと変更されるが、夏から秋にかけての期間では、上記
変更をもどるように、睡眠用空調モードＣから睡眠用空調モードＢ、睡眠用空調モードＡ
と変更される。
【００６７】
　以上説明したように、本実施形態の空調制御システム１によれば、個人の睡眠環境につ
いて、睡眠状態と空調状態との関係をデータベース化し過去の状況として蓄積し、蓄積さ
れた好ましいデータにもとづいて、個人ごとに、また、季節ごとに好適な空調となるよう
に制御することができる。
　すなわち、第1の効果として、季節や昼間夜間などの環境変化を考慮した空調状態を作
りだすことができる。また、第２の効果として、個人ごとに異なる熟睡するために最適な
空調状態を作りだすことができる。さらに、第３の効果として、第1の効果と第２の効果
とを合わせることにより、個人が年齢を経ることにより季節や昼間夜間における熟睡に最
適な空調状態の微妙な変化に対しても適応できる。
【００６８】
[空調装置の実施形態]
　また、本発明は、空調装置の発明としても有効である。
　本実施形態の空調装置は、上述した空調制御システム１とほぼ同様の構成を有しており
、空調手段２３と、この空調手段２３と接続され、空調手段２３を制御する空調制御手段
２とを有する空調装置である。
【００６９】
　また、この空調装置は、空調制御手段２と接続され、かつ、睡眠者１２の睡眠状態の情
報及び室内の空調状態の情報を記憶する睡眠・室内空調情報記憶手段４と、この睡眠・室
内空調情報記憶手段４及び空調制御手段２と接続され、かつ、睡眠・室内空調情報記憶手
段４に記憶された睡眠者１２の睡眠状態の情報及び室内の空調状態の情報にもとづいて、
睡眠用制御信号を空調制御手段２に出力する睡眠状態制御手段５を備えている。
　そして、空調制御手段２は、睡眠用制御信号を入力すると、睡眠用制御信号にもとづい
て空調手段２３を制御する。
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【００７０】
　このように、本発明は空調装置としても有効であり、個人の睡眠環境について、睡眠状
態と空調状態との関係をデータベース化し過去の状況として蓄積し、蓄積された好ましい
データにもとづいて、個人ごとに、また、季節ごとに好適な空調を実現することができる
。
　なお、この空調装置は、上述した空調制御システム１とほぼ同様の構成とすることがで
き、空調制御システム１とほぼ同様の効果を発揮することができる。
【００７１】
[空調制御方法の実施形態]
　また、本発明は、空調制御方法の発明としても有効である。
　本実施形態の空調制御方法は、上述した空調制御システム１における空調制御方法とほ
ぼ同様の方法としてあり、空調制御手段２が空調手段２３を制御する空調制御方法である
。
【００７２】
　また、この空調制御方法は、空調制御手段２と接続された睡眠・室内空調情報記憶手段
４が、睡眠者１２の睡眠状態の情報及び室内の空調状態の情報を記憶する段階（図３にお
けるステップＳ３）と、睡眠・室内空調情報記憶手段４及び空調制御手段２と接続された
睡眠状態制御手段５が、睡眠・室内空調情報記憶手段４に記憶された睡眠者１２の睡眠状
態の情報及び室内の空調状態の情報にもとづいて、睡眠用制御信号を空調制御手段２に出
力する段階（図３におけるステップＳ８）と、空調制御手段２が、睡眠用制御信号を入力
すると、睡眠用制御信号にもとづいて空調手段２３を制御する段階（図３におけるステッ
プＳ９）とを有する方法としてある。
【００７３】
　このように、本発明は空調制御方法としても有効であり、個人の睡眠環境について、睡
眠状態と空調状態との関係をデータベース化し過去の状況として蓄積し、蓄積された好ま
しいデータにもとづいて、個人ごとに、また、季節ごとに好適な空調を実現することがで
きる。
　なお、この空調制御方法は、上述した空調制御システム１とほぼ同様の効果を発揮する
ことができる。
【００７４】
[空調制御プログラムの実施形態]
　また、本発明は、空調制御プログラムの発明としても有効である。
　本実施形態の空調制御プログラムは、上述した空調制御システム１における、情報処理
装置及び記憶装置を有し、かつ、空調手段２３を制御するための一つの制御部（すなわち
、空調制御手段２、睡眠状態推定手段３、睡眠・室内空調情報記憶手段４及び睡眠状態制
御手段５）に、睡眠者１２の睡眠状態の情報及び室内の空調状態の情報を記憶する手順と
、記憶された睡眠者１２の睡眠状態の情報及び室内の空調状態の情報にもとづいて、睡眠
用制御信号を生成する手順と、生成された睡眠用制御信号にもとづいて空調手段２３を制
御する手順とを実行させる構成としてある。
【００７５】
　このように、本発明は空調制御プログラムとしても有効であり、個人の睡眠環境につい
て、睡眠状態と空調状態との関係をデータベース化し過去の状況として蓄積し、蓄積され
た好ましいデータにもとづいて、個人ごとに、また、季節ごとに好適な空調を実現するこ
とができる。
　なお、この空調制御プログラムは、上述した空調制御システム１とほぼ同様の効果を発
揮することができる。
【００７６】
　以上、本発明の空調制御システム、空調装置、空調制御方法及び空調制御プログラムに
ついて、好ましい実施形態を示して説明したが、本発明に係る空調制御システム、空調装
置、空調制御方法及び空調制御プログラムは、上述した実施形態にのみ限定されるもので
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【産業上の利用可能性】
【００７７】
　以上説明したように、本発明の空調制御システム、空調装置、空調制御方法及び空調制
御プログラムは、個人の寝室に設置された場合などに有効であるが、これに限定されるも
のではなく、たとえば、ホテル、病院、自動車などの空調にも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】図１は、本発明の一実施形態にかかる空調制御システムの構成を説明するための
概略ブロック図を示している。
【図２】図２は、本発明の一実施形態にかかる空調制御システムが有する各睡眠用空調モ
ードを説明するための概略図を示している。
【図３】図３は、本発明の一実施形態にかかる空調制御システムの動作及び操作手順を説
明するための概略フローチャート図を示している。
【図４】図４は、本発明の一実施形態にかかる空調制御システムの睡眠・空調状態履歴画
像の一例を説明するための概略図を示している。
【図５】図５は、本発明の一実施形態にかかる空調制御システムの睡眠・室内空調情報記
憶手段におけるデータベーステーブルの一例を説明するための概略図を示している。
【符号の説明】
【００７９】
１　空調制御システム
２　空調制御手段
３　睡眠状態推定手段
４　睡眠・室内空調情報記憶手段
５　睡眠状態制御手段
１１　操作者
１２　睡眠者
２１　操作手段
２２　室内空調状態検出センサ
２３　空調手段
３１　生体情報検出センサ
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